
議案 

 

富田林市交通会議分科会設置規約の制定について 

 

 富田林市交通会議分科会設置規約を次のとおり制定する。 

 

令和２年１１月２７日提出 

 

富田林市交通会議 

会長 松田 貴仁 

 

  



富田林市交通会議分科会設置規約 

 

（趣旨） 

第１条 この規約は、富田林市交通会議設置要綱（令和元年富田林市要綱第１６号。以下「要

綱」という。）第７条第１項の規定に基づき、富田林市交通会議（以下「交通会議」とい

う。）に分科会を設置するとともに、分科会に関し、必要な事項を定めるものとする。 

 （所掌事務） 

第２条 分科会は、要綱第２条各号に掲げる事項について、専門的な調査及び協議を行う。 

 （組織） 

第３条 分科会の名称及び所掌事務は、別表に掲げるとおりとする。 

２ 分科会を構成する委員（以下「委員」という。）は、交通会議の会長が指名する。 

３ 委員の任期は、前条に規定する専門的な調査及び検討が終了するまでの期間とする。 

（分科会長及び副分科会長） 

第４条 分科会に分科会長を置き、交通会議の会長が指名する。 

２ 分科会長は、分科会を代表し、会務を総理する。 

３ 分科会長は、委員の中から副分科会長を指名する。 

４ 副分科会長は、分科会長を補佐し、分科会長が事故で欠けたとき、又は分科会長に事故

があるときは分科会長の職務を代理する。 

（会議） 

第５条 交通会議は、分科会長がこれを招集し、分科会長が議長となる。 

２ 分科会は、委員の半数以上の出席がなければ開くことができない。 

３ 委員は、必要に応じて代理者を出席させることができることとし、その代理者の出席を

もって当該委員の出席とみなす。 

４ 議事は、出席委員の過半数で決し、可否同数のときは、議長の決するところによる。 

５  分科会長は、必要があると認めるときは、関係者に分科会への出席を求め、その意見又

は説明を聞くことができる。 

６ 分科会長は、分科会の議案が緊急を要するものその他分科会長が軽微な事項であると

判断したものについては、書面により意見の聴取及び議決を行うことをもって分科会に

代えることができる。 

 （協議結果の報告） 

第６条 分科会長は、分科会の協議結果について、交通会議に報告するものとする。 

（庶務） 

第７条 分科会の庶務は、要綱第９条に規定する担当課において行う。 

 （報酬及び費用弁償） 

第８条 委員の報酬及び費用弁償の額は、要綱第１３条の規定を準用する。 

（委任） 



第９条 この規約に定めるもののほか、分科会の運営に関し必要な事項は、分科会長が別に

定める。 

 

   附 則 

 この規約は、令和２年１１月２７日から施行する。 

 

  



 

別表（第３条関係） 

名称 所掌事務 

レインボーバスのあり方

検討分科会 

レインボーバスの態様及び運賃、料金等に関する事項 

 

  



【参考】レインボーバスのあり方検討分科会 委員構成（案） 

 

 分科会設置後、下表の各所属から、規約第３条第２項の規定により交通会議会長が指名す

るものとする。 

所属 備考 

学識経験者 交通会議の学識経験者から指名 

国土交通省近畿運輸局大阪運輸支局輸送部門  

近鉄バス株式会社  

南海バス株式会社  

金剛自動車株式会社  

富田林市市長公室  

富田林市子育て福祉部  

富田林市産業まちづくり部  

 


